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今月のトピック 

・新年のご挨拶

・国有林野等所在市町村長有志連絡協議会

国民の森林・国有林 

林野庁 北海道森林管理局



令
和
５
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
を
受
け
、
世
界

的
に
物
価
が
高
騰
し
、
こ
れ
に

円
安
が
拍
車
を
か
け
る
情
勢
と

な
っ
て
、
国
内
の
物
価
上
昇
が

続
き
ま
し
た
。
物
価
上
昇
を
受

け
、
海
外
依
存
に
対
す
る
危
機

感
は
高
ま
っ
て
お
り
、
木
材
も

含
め
て
国
内
調
達
へ
の
動
き
が

見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
、
北
海
道
森

林
管
理
局
に
お
い
て
は
、
道
内

の
需
給
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

安
定
的
な
木
材
の
供
給
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
森
林
・
林
業
は
、
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
も
注
目

さ
れ
ま
す
。
樹
木
は
、
大
気
中

の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
ま
す

が
、
我
が
国
で
は
人
工
林
の
高

齢
化
に
伴
い
、
森
林
吸
収
量
が

減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

成
熟
し
、
利
用
期
を
迎
え
た
人

工
林
は
、
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
」
こ
と
に
よ

り
、
木
材
利
用
の
拡
大
と
併
せ

て
、
成
長
旺
盛
な
若
い
森
林
を

造
成
し
て
い
く
こ
と
が
効
果
的

で
す
。

北
海
道
に
お
い
て
は
、
高
い

割
合
で
再
植
林
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
森
林
資
源
の
利
用
と

再
造
林
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
は
、
コ
ス
ト
の
削
減
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

当
森
林
管
理
局
で
は
、
既
に
取

り
組
ん
で
い
る
再
造
林
か
ら
保

育
ま
で
の
低
コ
ス
ト
化
・
省
力

化
に
つ
い
て
、
可
能
な
も
の
か

ら
現
場
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、

い
わ
ゆ
る
「
新
し
い
林
業
」
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
成
果
を
「
見
え
る
化
」
し

て
民
有
林
の
関
係
者
の
皆
様
に

も
普
及
す
る
な
ど
、
地
域
の
林

業
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

国
産
材
の
利
用
は
森
林
吸
収

量
に
計
上
で
き
る
こ
と
、
他
の

材
料
に
比
べ
て
建
築
に
係
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
少
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
見
直
さ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
３
年
の
改
正
公
共

建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
に

基
づ
き
、
国
や
地
方
公
共
団
体

と
建
設
事
業
者
な
ど
が
協
働
・

連
携
し
て
木
材
利
用
に
取
り
組

む
「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協

定
」
が
全
国
で
締
結
さ
れ
て
お

り
、
道
内
で
も
北
海
道
や
枝
幸

町
が
事
業
者
等
と
協
定
を
締
結

す
る
な
ど
、
広
が
り
が
見
ら
れ

ま
す
。 

特
に
建
替
時
期
を
迎
え
て
い

る
公
共
・
準
公
共
施
設
等
で
の

道
産
材
利
用
が
期
待
さ
れ
る
一

方
、
昨
年
も
、
集
中
豪
雨
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
災
害
に
よ
り
、

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
北
海
道
に
お
い
て
も
、
近

年
多
発
し
て
い
る
豪
雨
等
に
よ

る
災
害
復
旧
に
努
め
る
と
と
も

に
、
国
土
強
靭
化
を
図
る
た
め
、

流
域
治
水
と
連
携
し
た
治
山
対

策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

加
え
て
、
知
床
を
は
じ
め
と

し
た
原
生
的
な
森
林
の
適
正
な

保
全
・
管
理
や
、
希
少
種
の
保

護
、
遺
伝
資
源
の
保
存
、
新
た

な
価
値
の
創
造
に
資
す
る
森
林

の
利
用
等
に
も
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

最
後
に
、
北
海
道
森
林
管
理

局
で
は
、
道
内
関
係
者
の
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
て
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た
グ

リ
ー
ン
成
長
の
実
現
に
向
け
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
て
い
く

考
え
で
あ
り
、
本
年
も
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
北
海
道
の

森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
の
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

「
新
し
い
林
業
」
の
実
現
に
向
け
て 

北
海
道
森
林
管
理
局
長 

上 

練
三
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令
和
５
年
１
月
１６
日
、
北

海
道
森
林
管
理
局
大
会
議
室

に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
北

海
道
森
林
管
理
局
国
有
林
野

等
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
有
志
連
絡
協
議
会
は
、

道
内
の
国
有
林
野
等
の
所
在

す
る
市
町
村
に
お
け
る
地
域

社
会
と
国
有
林
野
事
業
の
連

携
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
度
開
催
し
て

い
ま
す
。 

 

９
月
～
11
月
に
道
内
８
カ

所
に
お
い
て
開
催
し
た
各
地

区
有
志
協
議
会
の
代
表
世
話

人
で
あ
る
長
屋
（
な
が
や
）

滝
上

町
長
、
馬
場
（
ば
ば
）

赤
井
川

村
長
、
佐
藤
（
さ
と
う
）

上
川
町

長
、
佐
々
木
（
さ
さ
き
）

天
塩
町

長
、
南
（
み
な
み
）
浜
頓
別
町
長
、

德
永
（
と
く
な
が
）
弟
子
屈
町
長
、

木
村
（
き
む
ら
）
岩
内
町
長
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
ま
た
、
林

野
庁
よ
り
眞
城
（
し
ん
じ
ょ
う
）

経
営
企
画
課
長
、
福
田
（
ふ
く

だ
）

森
林
利
用
課
森
林
集
積
推

進
室
長
の
出
席
を
得
て
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
上
（
か
み
）
局
長
及
び

眞
城
経
営
企
画
課
長
が
挨
拶

し
た
後
、
有
志
連
絡
協
議
会

の
代
表
世
話
人
に
な
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
長
屋
滝
上
町

長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
長
屋
滝
上
町
長
は
、

世
界
情
勢
の
大
き
な
動
き
を

受
け
、
各
業
界
に
お
い
て
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
国
産
へ
の
回
帰

の
動
き
か
ら
、
中
山
間
地
域

の
資
源
で
あ
る
木
材
が
地
域

に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
と
も
言

え
る
状
況
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
森
林
環
境
税
が
令
和
６

年
か
ら
徴
収
が
開
始
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
必
要
な
財
源
で

あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
の
重

要
性
、
エ
ゾ
シ
カ
の
被
害
対

策
が
重
要
な
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
事
は
長
屋
滝
上
町
長
の

進
行
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
は

じ
め
に
、
眞
城
経
営
企
画
課

長
よ
り
令
和
５
年
度
林
野
関

係
予
算
の
概
要
の
説
明
、
福

田
森
林
集
積
推
進
室
長
よ
り
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
更
な
る

活
用
、
相
続
土
地
国
庫
帰
属

制
度
等
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
北
海
道
森
林
管
理

局
か
ら
、
北
海
道
国
有
林
に

お
け
る
エ
ゾ
シ
カ
被
害
対
策
、

建
築
物
へ
の
木
材
利
用
等
の

促
進
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、

各
代
表
森
林
管
理
署
長
か
ら

各
地
区
で
開
催
さ
れ
た
有
志

協
議
会
の
概
要
に
つ
い
て
報

告
を
行
い
ま
し
た
。 

各
町
村
長
か
ら
森
林
管
理

署
職
員
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
の

技
術
提
供
、
エ
ゾ
シ
カ
被
害

対
策
取
組
へ
の
感
謝
の
ご
意

見
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
木

造
公
共
施
設
の
整
備
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
建
築
物
へ
の

木
造
化
に
は
、
国
全
体
で
取

り
組
ん
で
お
り
、
各
省
で

様
々
な
支
援
策
が
あ
る
こ
と

や
、
設
計
な
ど
整
備
の
前
段

階
で
の
支
援
も
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
森
林
環
境

譲
与
税
に
つ
い
て
、
基
金
に

積
み
立
て
て
い
る
こ
と
の
悪

い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た

め
に
は
積
み
立
て
目
的
も
含

め
た
広
報
の
必
要
が
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
、
長
屋
滝
上

町
長
か
ら
国
有
林
と
連
携
し

た
ク
ロ
エ
ゾ
マ
ツ
の
育
苗
の

取
組
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

が
あ
る
な
ど
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
上
局
長
よ
り
「
北

海
道
の
森
林
の
半
分
は
国
有

林
で
す
。
国
有
林
を
保
護
・

保
全
そ
し
て
利
用
、
あ
る
い

は
そ
の
資
源
を
地
域
の
発
展

の
た
め
に
使
っ
て
い
く
こ
と

で
、
有
志
協
の
皆
様
方
と
い

ろ
い
ろ
な
ご
意
見
、
情
報
交

換
を
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
進

め
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
わ

れ
わ
れ
の
背
負
っ
て
い
る
使

命
で
あ
る
。
」
と
の
挨
拶
で
、

今
年
度
の
有
志
連
絡
協
議
会

は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

上北海道森林管理局長 代表世話人の長屋滝上町長 

各地区の代表世話人の皆様と 
活発な意見交換が行われました。 

林野庁 

眞城経営企画課長 

代表世話人 長屋滝上町長と 

上北海道森林管理局長 

3



渡
島
森
林
管
理
署
は
、
北
海

道
の
南
東
部
、
渡
島
半
島
の
中

央
部
に
位
置
す
る
八
雲
町
に
所

在
し
て
お
り
、
渡
島
総
合
振
興

局
管
内
５
町
と
檜
山
振
興
局
管

内
２
町
の
国
有
林
約
１
４
３
千

ha
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
管
内

に
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
を
中
心
に

大
沼
・
小
沼
を
含
め
た
観
光
名

所
で
あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
北 

海
道
南
部
地
方
を
代
表
す
る
原

生
的
な
天
然
林
を
有
す
る
狩
場

山
、
遊
楽
部
岳
等
の
高
峰
が
あ

り
、
麓
に
は
国
土
交
通
省
が
毎

年
認
定
す
る
「
清
流
日
本
一
」

に
何
度
も
輝
い
た
後
志
利
別
川

等
が
流
れ
、
雄
大
な
自
然
景
観

を
有
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

現
在
の
庁
舎
は
、
旧
庁
舎
か

ら
５
０
０
ｍ
程
移
動
し
て
、
平

成
４
年
３
月
に
竣
工
し
、
今
年

で
30
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
規 

模
は
、
木
造
一
部
二
階
建
て
延

べ
床
面
積
５
６
０
㎡
で
、
八
雲
・

大
関
森
林
事
務
所
が
併
設
さ
れ

ま
し
た
。 

 

新
庁
舎
落
成
式
は
、
同
年
３

月
26
日
、
林
野
庁
長
官
、
函
館

営
林
支
局
長
、
地
元
及
び
近
隣

町
村
、
業
界
関
係
者
等
が
多
数

出
席
す
る
な
か
新
庁
舎
の
落
成

を
祝
い
ま
し
た
。 

 

庁
舎
は
、
当
時
の
函
館
営
林

支
局
管
内
十
二
署
か
ら
出
材
さ

れ
た
十
三
種
類
の
樹
種
を
使
用

し
、
特
に
玄
関
に
は
ヒ
バ
、
ス

ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ブ
ナ
、
イ
チ

イ
な
ど
各
樹
種
に
よ
る
「
木
の

レ
ン
ガ
」
を
使
用
し
た
壁
や
事

務
室
入
口
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に

は
、
当
時
の
八
雲
町
の
木
「
カ

ツ
ラ
」
を
使
用
す
る
な
ど
、
木

の
温
か
み
、
安
ら
ぎ
を
ふ
ん
だ

ん
に
感
じ
る
、
森
林
管
理
署
の

建
物
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
木
の

良
さ
を
十
二
分
に
生
か
し
た
庁

舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

庁
舎
内
は
、
ト
ド
マ
ツ
構
造

用
大
断
面
集
成
梁
を
使
用
し
、

木
の
持
つ
力
強
さ
を
表
現
、
正

面
玄
関
は
、
カ
ラ
マ
ツ
の
半
丸

太
化
粧
板
を
使
用
し
、
地
域
の

人
に
も
親
し
み
や
す
い
建
物
と

し
て
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。 

庁
舎
の
あ
る
八
雲
町
は
、
日

本
国
内
で
唯
一
と
な
る
日
本
海

と
太
平
洋
に
面
す
る
町
と
し
て

の
水
産
業
・
養
殖
事
業
や
酪
農
・

農
業
が
盛
ん
で
、
多
種
多
様
な

農
産
物
も
八
雲
町
の
魅
力
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

管
内
に
は
他
に
も
、
「
か
に

め
し
」
や
「
い
か
め
し
」
、
「
男

爵
い
も
」
な
ど
全
国
的
に
有
名

な
名
産
品
、
豊
富
な
海
産
物
や

乳
製
品
も
あ
り
、
観
光
で
も
勤

務
で
も
地
域
を
堪
能
で
き
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
渡
島
森
林
管
理
署

庁
舎
は
落
成
か
ら
30
年
を
迎

え
、
古
さ
も
目
に
付
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
地
元

の
皆
様
に
貢
献
で
き
る
森
林
管

理
署
と
し
て
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

【
渡
島
森
林
管
理
署
】

木
造
建
築
・
我
が
署
紹
介
！ 

現在の渡島森林管理署庁舎 

木のレンガ 

落成当時の函館営林支局広報「はこだて」

当時の八雲町の木「カツラ」のカウンター 

庁舎内のトドマツ構造用大断面集成梁 
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流
氷
で
有
名
な
オ
ホ
ー
ツ
ク

地
域
に
厳
し
い
冬
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
冬
の
間
、
他

機
関
の
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
支
援
協
力
が
主
な
活
動

と
な
り
ま
す
。
今
年
度
も
残
り
数

ヶ
月
で
す
が
、
厳
し
い
寒
さ
に
負

け
ず
、
地
域
の
森
林
ふ
れ
あ
い
事

業
の
連
携
に
職
員
一
同
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。 

 

今
回
は
、
今
年
度
、
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
た
森
林
環
境
教
育
や

学
習
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

■
ワ
ッ
カ
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
■７

月
１
日
、
網
走
国
定
公
園
内

の
ワ
ッ
カ
原
生
花
園
に
お
い
て
、

常
呂
小
学
校
３
年
生
15
人
が
参

加
し
て
森
林
教
室
を
行
い
ま
し

た
。 

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
児

童
た
ち
は
３
班
に
分
か
れ
て
、
双

眼
鏡
や
虫
眼
鏡
を
使
っ
て
植
物

や
鳥
を
観
察
し
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
で
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、

約
２
時
間
に
わ
た
り
園
内
を
散

策
し
ま
し
た
。 

■
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
子
ど
も
探

検
隊
■

７
月
30
日
、
北
見
市
国
有
林

内
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
」
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
親
し

む
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森

子
ど
も
探
検
隊
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
一
般
公
募
に
よ
り
北

見
市
内
の
小
学
生
12
名
が
参
加

し
、
隊
員
に
扮
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
手
渡
さ
れ
た
探
検
ノ
ー
ト

（
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
）
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
挑
戦
し
ま
し
た 

「
セ
ミ
の
ぬ
け
が
ら
が
あ
っ

た
！
」「
赤
い
キ
ノ
コ
を
見
つ
け

た
！
」
と
楽
し
そ
う
な
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
落
ち
葉
や
木
の

実
を
材
料
に
そ
れ
ぞ
れ
思
い
描

い
た
森
の
万
華
鏡
を
作
成
。 

森
林
の
中
で
の
遊
び
体
験
を

通
じ
て
、
自
然
に
親
し
ん
だ
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

■
網
走
市
主
催
行
事
を
サ
ポ
ー

ト
■

 

９
月
10
日
、
網
走
市
主
催
の

地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す

る
イ
ベ
ン
ト
、
あ
ば
し
り
学 

ロ

セ
ト
コ
ー
ス
「
あ
ば
し
り
探
検

隊
！
」（
秋
の
野
山
を
探
検
！
）

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

今
回
は
森
の
巨
人
た
ち
百
選

に
選
定
さ
れ
て
い
る
「
美
岬
の
ヤ

チ
ダ
モ
」
周
辺
の
遊
歩
道
を
巡
り

な
が
ら
、
木
々
に
触
れ
た
り
匂
い

を
嗅
い
で
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

ま
た
、
木
の
実
や
小
枝
を
使
っ

た
木
工
ク
ラ
フ
ト
を
行
い
、
自
然

の
ぬ
く
も
り
と
工
作
の
楽
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

常呂川森林ふれあい推進センター 

準備運動を兼ねたミニゲーム 

真剣に観察記録 

探検ノートを手にとって 
ミッション挑戦 

森の万華鏡づくり 

松ぼっくりと小枝を 
組み合わせて木工クラフト 
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【
管
内
の
概
要
】 

東
川
森
林
事
務
所
は
、
若
園

森
林
事
務
所
と
奥
新
冠
森
林
事

務
所
と
の
合
同
森
林
事
務
所
で

事
務
所
自
体
は
新
冠
町
若
園
に

所
在
し
て
い
ま
す
。
新
冠
町
国

有
林
面
積
約
３
８
，
０
０
０
ha

の
う
ち
、
東
川
森
林
事
務
所
は

約
１
２
，
０
０
０
ha
を
管
轄
し

て
い
ま
す
。 

主
に
私
と
若
手
職
員
の
２
名

で
各
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
新
冠
町
の
特
色
】 

事
務
所
の
あ
る
新
冠
町
は
、

北
海
道
南
部
日
高
地
方
の
ほ
ぼ

中
央
に
あ
り
、
北
東
部
は
日
高

山
脈
に
由
来
す
る
山
岳
地
帯
、

南
西
部
は
太
平
洋
に
面
し
て
お

り
、
気
候
は
温
暖
で
積
雪
も
少

な
く
住
み
や
す
い
地
域
と
な
っ

て
い
ま
す
。
競
走
馬
の
産
地
と

し
て
も
有
名
で
、
町
中
に
牧
場

が
広
が
り
、
ハ
イ
セ
イ
コ
ー
や

ナ
リ
タ
ブ
ラ
イ
ア
ン
、
コ
ン
ト

レ
イ
ル
等
、
多
く
の
名
馬
を
輩

出
し
て
い
ま
す
。
農
産
物
で
は

ピ
ー
マ
ン
が
有
名
で
、
北
海
道

の
生
産
量
の
約
半
分
を
占
め
て

お
り
、
苦
み
が
少
な
く
甘
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。

【
森
林
事
務
所
の
業
務
】 

東
川
部
内
は
、
里
山
で
傾
斜

も
緩
く
、
道
道
・
町
道
の
生
活

道
路
が
周
囲
を
走
り
、
ま
た
林

道
・
作
業
道
も
発
達
し
て
い
る

の
で
、
ア
ク
セ
ス
の
良
い
国
有

林
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

主
な
事
業
と
し
て
は
、
立
木

販
売
の
現
地
確
認
、
素
材
生
産

及
び
造
林
事
業
の
監
督
、
森
林

踏
査
、
地
林
況
調
査
、
境
界
巡

視
や
牧
草
地
の
日
陰
木
処
理
等

の
地
元
対
応
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
誘
導
伐
後
に
地
拵
を
行

わ
ず
植
林
し
、
下
刈
も
省
略
す

る
造
林
コ
ス
ト
の
削
減
を
目
的

と
し
た
「
無
地
拵
植
林
」
の
試

験
地
や
新
冠
町
の
町
有
林
と
国

有
林
が
隣
接
し
て
い
る
箇
所
で

は
、
皆
伐
し
た
町
有
林
の
一
角

に
カ
ラ
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗(

緩

効
性
肥
料
苗)

と
裸
苗
を
比
較

で
き
る
試
験
地
を
設
置
し
、
町

有
林
へ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
導
入
の

き
っ
か
け
を
作
る
民
国
連
携
の

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
新
冠
町
と
連
携
し

て
、
皆
伐
し
た
町
有
林
の
面
積

測
量
を
実
施
し
た
ド
ロ
ー
ン
を

用
い
た
測
量
成
果
が
森
林
整
備

事
業
の
補
助
申
請
に
活
用
可
能

か
と
い
う
検
証
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
協
定
を
結
び
ア
オ
ダ
モ
を
植

林
し
た
「
バ
ッ
ト
の
森
」
な
ど

も
あ
り
多
様
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

【
最
後
に
】 

新
冠
町
の
特
色
に
も
あ
り
ま

す
が
、
競
走
馬
の
牧
場
と
国
有

林
が
隣
接
し
て
い
る
箇
所
も
多

く
、
事
業
実
行
の
際
に
は
地
元

の
牧
場
と
の
連
絡
調
整
は
非
常

に
重
要
で
す
。 

特
に
馬
を
驚
か
せ
な
い
た
め

に
、
伐
採
時
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
音

や
重
機
の
稼
働
音
の
確
認
や
冬

期
の
狩
猟
期
に
お
け
る
安
全
対

策
で
着
用
し
て
い
る
オ
レ
ン
ジ

色
の
保
安
帽
を
被
ら
な
い
等
の

様
々
な
注
意
す
る
事
な
ど
が
あ

り
馬
産
地
な
ら
で
は
の
対
応
に

戸
惑
う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
迅

速
か
つ
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
、

地
元
か
ら
信
頼
さ
れ
る
国
有
林

を
め
ざ
し
日
々
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

日高南部森林管理署 
東川 森林事務所 

森林官 髙橋  佑輔 

牧場の様子 

（サラブレッド銀座通りから）

無地拵（枝条存置）箇所 

ドローンによる測量 6



【総務企画部 企画課】 
令和 4 年 12 月 3 日（土）、STV ホールにて

「WOOD LIFE WOOD LIVE ～木と共に生きる～」
トークライブが開催されました。

第一部では、フリーアナウンサーでフォレストサ
ポーターの草野満代さんが、岐阜県中津川市での幼
少期の里山体験を紹介し、森が日常の中から遠ざか
っている時代の中で、北海道はレジャーが生活と森
林の繋がりを取り戻す役割を担えるのではないかと
話がありました。 

また、北海道森林管理局職員で林業漫画家として
も普及啓発活動を行っている平田係長も登壇し、漫
画やイラストを活用して若い世代に林業の循環や森
林の恩恵を伝えていることの重要性を話しました。 

第二部では、北海道日本ハムファイターズで選手
として活躍し、現在は学校法人田中学園の理事長を
務める田中賢介さんと、北海道木材産業協同組合連
合会の工藤専務理事が登壇し、田中学園はじめ、道内
各 地 で 広 が り 始 め た 建 築 物 へ の HOKKAIDO 
WOOD 活用例とその効能について話されました。 

 

【森林整備部 技術普及課】 

令和 4 年 12 月 10 日（土）、札幌市環境プラザ

主催による「あそビバ！エコプラザ」が開催され、

北海道森林管理局からも出展しました。 

当日は、札幌駅北口にあるエルプラザ 1 階にて

「林業作業」「北海道の樹木」のパネルを展示した

ほか、「リーフアート」のワークショップでは、北

海道に自生する樹種としては珍しい常緑広葉樹で

あるエゾユズリハの葉っぱを材料にして、北海道

の森林に生息するヒグマやキタキツネの形を切り

取り、子供達を中心にリーフアートを楽しんでも

らいました。 

あわせて、北海道を代表する樹木の話や森林・

林業の話をして、樹木の多様性、森の大切さにつ

いて、子どもから大人までたくさんの参加者に実

感してもらうことができ大盛況でした。 

皆さんの真剣なまなざしと、楽しい笑顔が見ら

れ、これからも森林の大切さを伝えていきたいと

決意を新たにすることができました。 

 

【根釧西部森林管理署】 

令和 4 年 12 月 12 日（月）、根釧西部森林管理

署会議室において、新ひだか町、千歳市に続き 3 例

目となるアイヌ共用林野契約を阿寒アイヌ協会及び

阿寒アイヌコンサルン同席のもと、 釧路市と締結し

ました。本契約は、釧路市阿寒町の国有林約 3,000

ヘクタールを共用林野として設定し、区域内におい

て、アイヌ儀式の祭具として必要なヤナギやミズキ

の枝、民具の材料となるヤマブドウやガマ、アイヌ料

理に使用する山菜・キノコ類等の採取を行うもので

す。 締結式では蝦名釧路市長より「国有林から貴重

な資源を採取できるようになり、関係機関とともに

アイヌ文化の情報発信を進めたい」また、郷右近阿寒

アイヌ協会副会長からは「アイヌ文化を継承してい

くためには自然界にあるものを利用していくのは不

可欠。本日の契約に至るまでの皆さまの尽力に感謝

したい。」との挨拶をいただきました。

WOOD LIFE WOOD LIVE 
～木と共に生きる～ 
トークライブが開催
されました

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

 
 
 

【日高北部森林管理署】
令和 4 年 12 月 1 日（木）、寒さが厳しい中、プ

ロジェクトの活動の一環で、シマフクロウの巣箱を
平取町内の国有林内に設置しました。

シマフクロウ環境研究会代表の竹中 健 氏が餌と
なる魚がいる川が近いなどシマフクロウの目線で選
んだ木（イタヤカエデ）に FRP 製の巣箱を設置しま
した。シマフクロウは、天然の大径木の樹洞を巣とす
るので、本来の巣の環境に近づけるため、この FRP
製の巣箱には、内部に木の皮や木片を敷き詰めてい
ます。 

この巣箱設置作業を実施する前にアイヌのカムイ
ノミの儀式を行い、安全祈願し、無事終了したのちに
も感謝のカムイノミを行いました。株式会社 平取町
アイヌ文化振興公社職員が木に登り、竹中氏から設
置の手順や巣箱の固定のポイント等について学びな
がら作業しましたが、巣箱を木の膨らみを避けなが
ら固定するのは大変です。

この巣箱でシマフクロウが子育てする日を楽しみ
にしています。 

「アイヌ共用林野契約」

締結式 

２１世紀・アイヌ文化伝

承の森プロジェクト「シ

マフクロウ巣箱設置」

あそビバ！エコプラザ
に出展（パネル展示と
リーフアート）
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【
注
目
情
報
】 

エ
ゾ
シ
カ
が
全
道
で
増
加
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
中
、
適
正
な
個
体
数

管
理
を
推
進
し
、
人
間
活
動
と
エ
ゾ
シ

カ
と
の
軋
轢
の
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
で
は
、
令
和 

４ 

年
度
の
捕
獲
目
標
数
を
全
道
で 

１
６

３
，
２
０
０
頭
（
う
ち
メ
ス
８
９
，
３

０
０
頭
）
と
し
て
、
各
地
域
と
連
携
し

て
捕
獲
対
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
よ
り
効
果
的
な
削
減
に
つ
な

げ
る
た
め
、
メ
ス
ジ
カ
の
捕
獲
を
積
極

的
に
行
う
よ
う
許
可
捕
獲
従
事
者
や
狩

猟
者
に
対
し
、
捕
獲
対
策
の
推
進
に
御

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

一
方
、
安
全
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
も
重
要
で
あ
り
、
令
和
４
年
８
月
１ 

日
に
、
北
海
道
森
林
管
理
局
、
北
海
道
、

北
海
道
猟
友
会
の
３
者
連
名
に
よ
り

「
令
和
４
年
度
狩
猟
期
間
に
お
け
る
銃

猟
安
全
対
策
と
エ
ゾ
シ
カ
対
策
の
具
体

の
取
組
に
つ
い
て
」
を
各
方
面
に
通
知

し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
般
、
令

和
４
年
12
月
18
日
に
、
む
か
わ
町
で

林
道
に
停
め
て
い
た
車
に
銃
痕
の
よ
う

な
破
損
が
み
つ
か
り
、
銃
刀
法
違
反
の

疑
い
も
あ
る
と
し
て
、
警
察
の
捜
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

狩
猟
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
ら

が
安
全
管
理
を
徹
底
し
、
事
故
防
止
に

努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
、
今
一
度
、
法
令
・
マ
ナ
ー

の
遵
守
、
と
り
わ
け
矢
先
の
確
認
な
ど

銃
器
の
取
り
扱
い
に
留
意
さ
れ
る
よ
う

改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

く
だ
さ
い
。 

エ
ゾ
シ
カ
が
森
林
に
及
ぼ
す
影
響
は
、

人
工
林
で
は
調
査
対
象
を
若
齢
林
、
高

齢
林
な
ど
に
限
定
す
れ
ば
被
害
を
評
価

し
や
す
い
も
の
の
、
天
然
林
は
樹
種
や

林
齢
等
の
構
造
が
多
様
で
面
積
も
広
大

な
た
め
、
評
価
が
難
し
く
な
り
ま
す
。 

天
然
林
の
広
域
的
な
調
査
に
は
、
多

く
の
関
係
者
が
簡
便
か
つ
客
観
的
に
評

価
で
き
る
手
法
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
北
海
道
内
の
国
有
林
に
お
い
て
、

簡
易
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
た
エ
ゾ

シ
カ
に
よ
る
天
然
林
へ
の
影
響
評
価
手

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。 

評
価
手
法
が
お
お
む
ね
確
立
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
国
有

林
、
民
有
林
共
に
同
じ
手
法
で
調
査
を

実
施
し
て
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

調
査
結
果
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
く
だ
さ
い
。

広報 「北の森林 国有林」１月号 

発行 林野庁北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 

 https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

も り

ＩＰ電話 050-3160-6300 

電 話 011-622-5213 

今
月
の
表
紙 

今月の木 「シラカンバ」 

樹皮には黒い 

「へ」の字模様が目立ちます。 

シラカンバの冬の風景

のイラストを表紙の月数字に載せました。

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
天
然
林
へ
の
影

響
評
価 

銃
猟
の
安
全
対
策
の
徹
底
の
お
願

い 
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